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市指定有形文化財（建造物）

江え

名な

諏す

訪わ

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
江
名
字
走
出

所
有
者　

諏
訪
神
社

延
享
二
年（
一
七
四
五
）

桁
行　

一
・
五
九
ｍ
、
梁
間　

一
・
四
一
ｍ

建
坪　

二
・
二
五
㎡

こ
の
建
物
は
、一
間
社
流
造
り
、一
手
先
出
組
軒
支
輪
、本
繁
垂
木
二
軒
、

銅
板
葺
屋
根
で
、
欅
材
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
板
羽
目
と
脇
障
子
、
欄
間
、

妻
飾
り
に
彫
刻
が
充
填
さ
れ
、
頭
貫
に
地
紋
彫
、
手
挟
、
木
鼻（
頭
貫
先
）、

肘
木
先
木
鼻
廻
縁
三
方
に
あ
り
、一
手
先
出
組
の
腰
組
に
刎
高
欄
が
付
く
。

胴
羽
目
彫
刻
や
脇
障
子
彫
刻
に
は
家
紋
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

そ
れ
ぞ
れ
寄
進
者
の
家
紋
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
は
彩
色
や
金
箔
の
痕
跡
も
見
ら
れ
る
。
彫
刻
の
制
作

年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、彫
刻
に
家
紋
を
入
れ
る
の
は
八
釼
神
社
本
殿（
寛

政
十
年（
一
七
九
八
））に
見
ら
れ
、
住
吉
神
社
本
殿（
県
指
定
）に
あ
る
胴
羽
目

彫
刻（
元
文
五
年（
一
七
四
〇
））の
後
藤
流
初
代
茂
右
衛
門
正
綱
の
デ
ザ
イ
ン

に
近
い
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
創
建
時
に
近
い
江
戸
中
期
の
作
と
思
わ

れ
る
。

飯
野
八
幡
宮
や
大
国
魂
神
社
の
よ
う
に
屋
根
の
形
状
が
大
き
く
変
更
さ

れ
ず
、
流
造
り
で
は
あ
る
が
出
組
を
取
り
入
れ
た
変
更
が
な
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
部
材
の
風
化
具
合
の
差
や
部
材
の
樹
種
の
違
い
、
そ
れ
か
ら
胴
羽

目
彫
刻
と
そ
の
胴
羽
目
板
の
わ
ず
か
な
金
箔
痕
が
改
修
工
事
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
建
物
は
、
建
立
年
代
の
古
い
出
組
形
態
を
示
す
神
社
本
殿
と
し
て

貴
重
で
あ
る
。
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市指定有形文化財（建造物）

木も
く

造ぞ
う

宝ほ
う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う　
　
　

二
基

指　

定　

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
鹿
島
町
久
保
字
西
ノ
作

所
有
者　

金
光
寺

鎌
倉
時
代（
十
四
世
紀
）

追
善
塔　

高
さ　
　

九
一
・
三
㎝　

基
壇
巾　

二
八
・
〇
㎝

逆
修
塔　

高
さ　
　

九
六
・
一
㎝　

基
壇
巾　

二
八
・
〇
㎝

木
造
の
宝
篋
印
塔
は
殆
ど
残
存
し
て
い
な
い
。
塔
の
歴
史
は
イ
ン
ド
に

お
け
る
墳
墓
、
ス
ト
ー
パ
に
始
ま
り
、
我
が
国
で
は
釈
迦
の
舎
利
を
安
置

す
る
目
的
で
伽
藍
の
中
心
に
あ
っ
た
も
の
が
、
徐
々
に
象
徴
的
存
在
と
し

て
小
型
の
石
造
塔
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。小
型
の
石
造
塔
は
供
養
塔
、

墓
塔
、
納
経
塔
と
し
て
境
内
の
一
隅
な
ど
に
建
て
ら
れ
た
。

本
塔
は
相
輪
の
受
花
を
仏
像
の
蓮
台
風
に
仕
上
げ
て
い
る
点
、宝
輪
を

ひ
と
つ
ず
つ
彫
り
込
ん
で
い
る
点
、隅
飾
を
板
状
に
仕
上
げ
て
い
る
点
な

ど
、石
造
塔
に
な
い
形
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
以
前
の
古
い
造
立

で
あ
る
と
判
断
し
得
る
。塔
の
最
下
部
正
面
基
礎
部
分
に
文
保（
一
三
一
七
～

一
三
一
九
）の
文
字
が
読
め
る
こ
と
か
ら
、こ
の
時
代
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。

二
基
の
由
来
や
沿
革
は
解
っ
て
い
な
い
が
、「
逆
修
善
根
塔
」
と
「
尼
」
と
い

う
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、一
対
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。片
方
を
追
善
、も
う
片
方
を
逆
修
と
し
、夫
が
亡
く
な
り
追
善

供
養
時
に
妻
が
自
身
の
逆
修
供
養
を
行
っ
た
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

塔
身
に
胎
蔵
界
四
仏
の
種
子（
梵
字
）を
薬
研
彫
り（
彫
り
込
ん
だ
断
面
が
Ｖ
字
型
）

と
な
っ
て
い
る
。種
子
に
は
漆
が
塗
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、造
立
当
時
は
箔
押
し

が
施
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。塔
身
上
部
か
ら
平
方
の
奉
納
孔
が
穿
た
れ

て
お
り
、内
部
で
広
が
っ
て
い
る
。逆
修
塔
内
部
に
は
灰
と
線
香
屑
が
残
っ
て
い

る
。笠
の
隅
飾
が
笠
上
面
階
段
部
分
の
四
隅
を
囲
う
よ
う
に
板
状
を
呈
し
て
い

る
。笠
部
分
は
軒
下
三
段
、上
五
段
で
、そ
の
上
に
円
形
の
低
い
伏
鉢
が
あ
り
、

相
輪
は
ホ
ゾ
に
よ
り
伏
鉢
上
に
立
て
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。宝
輪
が
六
輪
と

不
規
則
で
あ
る
が
、古
い
塔
ほ
ど
数
が
定
ま
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、球
体
に

近
い
最
上
部
の
宝
珠
の
形
状
な
ど
か
ら
も
、造
立
時
期
の
古
さ
が
読
み
取
れ
る
。
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市指定有形文化財（建造物）

吉よ
し

田だ

家け

門も
ん　
　
　

一
棟

指　

定　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
泉
町
三
丁
目

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
後
期

桁
行　

二
・
六
六
ｍ
、
梁
間　

一
・
八
一
ｍ

建
坪　

四
・
八
五
㎡

吉
田
家
門
は
両
袖
潜
戸
付
門
で
、
泉
館
の
門
の
遺
構
で
あ
る
。
屋
根
形

状
は
切
妻
造
、
本
瓦
葺
き
。
泉
館
で
の
建
造
時
期
は
不
明
だ
が
、
建
物
の

風
化
度
合
い
か
ら
江
戸
後
期
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
維
新
の
折
、
藩
の
た

め
に
尽
力
し
た
功
に
よ
り
現
在
の
場
所
に
移
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。移

築
時
の
改
変
が
ど
の
程
度
な
の
か
は
資
料
が
少
な
く
確
認
で
き
な
い

が
、
本
体
構
造
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
多
数
の
改
変
痕
跡
な
ど
か

ら
、
構
造
体
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

鬼
瓦
は
本
多
家
の
「
本
」
の
文
字
が
入
っ
た
影
盛
型
鬼
瓦
で
あ
る
。
こ

れ
は
蔵
造
り
商
家
な
ど
に
見
ら
れ
る
形
状
で
あ
る
。
吉
田
家
所
蔵
の
写
真

に
よ
る
と
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
に
よ
る
影
盛
は
大
正
初
期
頃
に
付
加
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

親
柱
が
野
地
化
粧
天
井
板
ま
で
伸
び
た
非
常
に
珍
し
い
構
造
で
あ
る
。

こ
れ
は
創
建
時
の
構
造
で
は
な
く
構
造
改
変
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
、
城
館
の
表
門
と
し
て
の
格
式
で
あ
れ

ば
四
脚
門（
平
城
下
の
長
橋
口
木
戸
門
で
も
三
間
一
戸
の
四
脚
門
で
あ
る
）と
す
べ

き
で
あ
る
が
、
こ
の
門
の
親
柱
の
形
状
は
そ
の
様
式
に
合
致
し
な
い
。

親
柱
か
ら
外
に
別
木
で
繋
が
れ
た
冠
木
上
面
に
は
一
〇
・
五
㎝
角
の
竪

格
子
痕
の
上
に
七
・
六
㎝
角
の
菱
格
子
の
痕
が
残
さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
ら

は
他
の
部
材
と
比
べ
て
風
化
が
激
し
く
明
治
の
部
材
と
は
考
え
に
く
い
た

め
、
泉
館
で
複
数
回
実
施
さ
れ
た
改
修
痕
と
い
え
る
。
建
造
当
初
は
簡
素

な
門
で
あ
っ
た
が
藩
の
面
目
を
保
つ
た
め
に
幾
度
か
の
改
修
を
重
ね
、
今

日
の
よ
う
な
四
脚
門
に
似
せ
た
形
状
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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市指定有形文化財（絵画）

絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

真し
ん

言ご
ん

八は
っ

祖そ

像ぞ
う　
　
　

八
幅

指　

定　

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
薬
王
寺
字
塙

所
有
者　

薬
王
寺

室
町
時
代（
十
六
世
紀
）

総
縦　

一
六
二
・
五
㎝
、
総
横　

五
五
・
八
㎝

本
地
縦　

八
三
㎝
、
本
地
横　

三
九
・
五
㎝

真
言
八
祖
像
と
は
、
真
言
宗
を
伝
え
た
竜り
ゅ
う

猛み
ょ
う

菩ぼ

薩さ
つ

・
竜り
ゅ
う

智ち

三さ
ん

蔵ぞ
う

・

金こ
ん

剛ご
う

智ち

三さ
ん

蔵ぞ
う

・
不ふ

空く
う

三さ
ん

蔵ぞ
う

・
善ぜ
ん

無む

畏い

三さ
ん

蔵ぞ
う

・
一い
ち

行ぎ
ょ
う

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

・
恵け
い

果か

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

・
空
海（
弘
法
大
師
）の
肖
像
画
で
あ
る
。
そ
の
祖
本
は
空
海
が
唐
に
お

い
て
恵
果
阿
闍
梨
か
ら
真
言
宗
を
学
び
、
帰
朝
す
る
時
に
六
幅
が
請
来
さ

れ
、
の
ち
恵
果
と
空
海
が
加
え
ら
れ
八
祖
像
と
な
っ
た
。
真
言
宗
の
大
寺

院
に
お
い
て
、
儀
式
の
時
な
ど
に
八
祖
像
が
掛
け
ら
れ
、
宗
祖
を
尊
ぶ
信

仰
上
か
ら
多
く
の
模
本
が
作
ら
れ
た
。

薬
王
寺
の
真
言
八
祖
像
は
絹
本
著
色
の
画
像
で
、
肥ひ

痩そ
う

の
な
い
鉄
線
で

描
か
れ
、
線
に
の
び
や
か
さ
が
あ
り
、
彩
色
に
豊
か
さ
を
欠
く
が
、
各
幅

と
も
に
宗
祖
の
面
貌
を
良
く
伝
え
て
い
る
。
上
部
に
は
色
紙
形
が
あ
っ
て

空
海
像
の
色
紙
形
に
は
蘭
・
松
・
牡
丹
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
外
の
幅
に

は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

表
装
に
は
緞ど
ん

子す

、
中
周
り
に
は
菊
花
文
の
金き
ん

欄ら
ん

を
用
い
、
軸
は
蓮れ
ん

華げ

文も
ん

魚な
な

子こ

地じ

の
金
具
を
付
し
て
い
る
。

本
図
の
伝
来
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
各
幅
の
巻
留
に
「
享
和

元
年（
一
八
〇
一
）辛
酉
初
秋
七
月
修
捕
焉
延
寿
山
什
物
隆
鑁
」
の
修
理
墨

書
が
あ
る
。

作
風
か
ら
み
て
室
町
時
代
作
の
模
本
と
思
わ
れ
、
い
わ
き
市
内
に
お
い

て
当
時
の
絵
画
は
数
も
少
な
く
、
八
幅
完
備
し
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ

る
。
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市指定有形文化財（絵画）

絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く涅ね

槃は
ん

図ず　
　
　

一
幅

（
附
）　

画
涅
槃
幀
讃
并
序　
　
　

一
幅

指　

定　

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
薬
王
寺
字
塙

所
有
者　

薬
王
寺

江
戸
時
代
・
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）

総
縦　

三
一
〇
㎝
、
総
横　

二
四
七
㎝

本
地
縦　

二
五
九
㎝　

本
地
横　

二
一
三
・
五
㎝

涅
槃
図
は
釈
迦
の
人
滅
に
際
し
、
門
下
の
大
衆
を
は
じ
め
と
し
、
諸し
ょ

天て
ん

・
鬼
神
・
禽き
ん

獣じ
ゅ
う

・
虫
魚
等
五
二
類
の
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

が
集
ま
っ
て
悲ひ

歎た
ん

に
暮
れ

て
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
釈
迦
は
四
枯
四
栄
の
沙さ

羅ら

樹じ
ゅ

の
下

の
床
上
に
、
北
首
右
脇
下
に
し
て
西
面
し
て
臥
し
て
い
る
。
四
周
に
は
阿あ

難な
ん

以
下
の
仏
弟
子
及
び
五
二
類
の
衆
生
が
集
合
し
、
右
上
方
に
は
釈
迦
の

生
後
七
日
に
し
て
死
別
し
た
生
母
摩ま

耶や

夫ぶ

人に
ん

が
天
上
よ
り
雲
に
乗
じ
て
来

臨
し
、
愛
子
悉し
っ

達た
る

多た
（
釈
迦
）の
入
滅
を
悲
嘆
し
て
い
る
。
当
時
釈
迦
の
指

名
を
帯
び
、
遠
地
伝
道
に
赴
い
て
い
た
迦か

葉し
ょ
う

は
、
釈
迦
の
入
滅
を
聞
き

急
き
ょ
帰
来
し
、
そ
の
席
に
坐
し
た
情
景
を
描
い
て
い
る
。

本
図
に
は
、
薬
王
寺
二
十
世
日
元
の
記
し
た
「
画
涅
槃
像
幀
讃
并
序
」

が
別
幅
に
な
っ
て
付
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
元
禄
十
五
年（
一
七

〇
二
）二
月
十
五
日
、
江
州
坂
北
郡
の
生
ま
れ
の
中
川
右
衛
門
義
英
が
弘ぐ

願が
ん

を
発
し
、
浄
財
を
も
っ
て
上
京
し
た
。
そ
こ
で
京
の
絵
師
・
法
橋
栄
賢

に
依
頼
し
て
作
製
し
、
父
母
の
冥
福
を
祈
っ
て
薬
王
寺
に
寄
進
し
た
も
の

で
あ
る
。
薬
王
寺
で
は
こ
れ
以
来
、
毎
年
二
月
二
十
五
日
の
涅
槃
会
に
は

本
図
を
掛
け
て
儀
式
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

画
風
か
ら
み
て
法
橋
栄
賢
は
、
京
の
狩
野
一
派
の
画
人
と
思
わ
れ
、
そ

の
大
画
面
を
謹
直
な
筆ひ
っ

致ち

で
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
。描
写
も
優
れ
て
お
り
、

当
時
代
の
超
大
作
で
あ
る
。
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市指定有形文化財（絵画）

絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く二に

十じ
ゅ
う四し

孝こ
う

図ず

屏び
ょ
う風ぶ　

大お
お

須す

賀が

筠い
ん

軒け
ん

筆ひ
つ　
　
　

一
双

指　

定　

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
一
町
目

所
有
者　

個
人

明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）

縦　

五
八
・
〇
㎝
、
横　

四
四
・
五
㎝

大
須
賀
筠
軒
筆
の
二
十
四
孝
図
で
、二
四
面
を
一
扇
に
二
面
ず
つ
貼
り
、

六
曲
一
双
の
金
屏
風
仕
立
て
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
十
四
孝
と
は
、
中
国
の
故
事
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
親
の
好
き
な
竹

の
子
を
、
豪
雪
の
竹
林
か
ら
掘
り
出
し
て
食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う
猛
宗
な

ど
、
二
四
名
の
親
孝
行
物
語
で
あ
る
。

各
図
は
青せ
い

緑り
ょ
く

山さ
ん

水す
い

手し
ゅ

法ほ
う

の
南
宗
画
で
、
山
水
や
人
物
等
が
そ
れ
ぞ
れ

の
故
事
に
基
づ
い
て
描
か
れ
、
天
に
は
霰
箔
を
ま
き
、
上
部
に
漢
詩
の
自

讃
が
あ
る
。
筆ひ
っ

致ち

は
謹き
ん

厳げ
ん

で
細
密
な
描
写
が
な
さ
れ
て
お
り
、
彩
色
も
よ

く
、
筆
力
・
気
力
の
充
実
し
た
作
品
で
あ
る
。

黄こ
う

庭て
い

堅け
ん

の
図
に
は
「
貴
顕
聞
天
下
。
平
生
孝
事
親
。
汲
泉
涓
溺
若
。
婢

妾
豈
無
人
。」
の
讃
が
あ
り
、
つ
ぎ
に
「
歳
次
癸
巳
三
月
。
於
福
島
小
寓
。

為
鈴
木
大
人
清
嘱
。
筠
軒
散
史　

履（
朱
文
印
）（
白
文
印
）」の
落
款
が
あ
る
。

明
治
二
十
六
年（
一
八
九
三
）三
月
、
福
島
市
の
鈴
木
氏
の
依
頼
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
も
の
で
、
時
に
筠
軒
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

大
須
賀
筠
軒
は
磐
城
平
藩
の
儒
者
神か
ん

林ば
や
し

復ふ
く

所し
ょ

の
子
と
し
て
天
保
十
二

年（
一
八
四
一
）に
生
ま
れ
、
名
を
履
、
字
を
子
泰
と
い
い
、
大
須
賀
家
に

入
っ
て
か
ら
は
次
郎
左
衛
門
と
称
し
、
後
に
次
郎
と
改
め
た
。
江
戸
に
遊

学
し
、
林
大
学
頭
の
家
塾
に
入
り
、
ま
た
安
積
艮
斉
に
も
学
ん
だ
。
第
一

回
県
会
書
記
を
経
て
、
明
治
十
二
年（
一
八
七
九
）行
方
宇
多
郡
長
、
二
十

七
年（
一
八
九
四
）福
島
県
尋
常
中
学
校（
安
積
高
等
学
校
の
前
身
）教
員
、
二

十
九
年（
一
八
九
六
）仙
台
の
第
二
高
等
学
校
教
授
と
な
り
、
大
正
元
年（
一

九
一
二
）七
十
二
歳
で
没
し
た
。
詩
・
書
・
画
を
良
く
し
、
歴
史
に
も
造ぞ
う

詣け
い

が
深
く
、
著
書
に
『
磐
城
史
料
』『
美
術
漫
評
』『
緑
筠
軒
詩
抄
』
な
ど

が
あ
る
。
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源
み
な
も
と
の

為た
め

朝と
も

の
図ず

額が
く　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
五
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

所
有
者　

飯
野
八
幡
宮

江
戸
時
代
・
安
永
六
年（
一
七
七
七
）

高
さ　

八
四
㎝
、
横
幅　

七
一
㎝

上
部
が
屋
根
形
の
板
額
で
、
杉
板
を
三
枚
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
極
彩
色
を
も
っ
て
、
波
打
ち
際
に
立
つ
為
朝
と
、
そ
の
弓
の
弦
を
張

っ
た
二
匹
の
鬼
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
銘
に
「
奉
掛
御
広
前　

所
願
成

就
処
勝
川
春
清
画　

干
時
安
永
六
丁
酉
歳
十
二
月
吉
辰　

願
主
薄
磯
浜
正

井
善
平
」
と
記
さ
れ
、
安
永
六
年（
一
七
七
七
）十
二
月
、
薄
磯
浜（
平
薄
磯
）

の
正
井
善
平
の
依
頼
に
よ
り
、
勝
川
春
清
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

奈
良
地
方
で
は
、
子
供
の
疱
瘡
よ
け
に
用
い
ら
れ
る
絵
馬
に
為
朝
が
登

場
す
る
。
弓
を
突
き
出
し
た
為
朝
と
、
そ
の
弓
の
弦
を
引
っ
張
っ
て
う
な

っ
て
い
る
鬼
の
、
い
わ
ゆ
る
力
競
い
の
図
で
あ
る
。
為
朝
の
よ
う
な
豪
勇

な
人
は
、
百
鬼
を
も
打
ち
払
っ
て
く
れ
る
と
い
う
意
昧
と
思
わ
れ
る
。

絵
師
勝
川
春
清
は
、
浮
世
絵
の
一
派
勝
川
派
を
開
い
た
勝
川
春
章
の
門

弟
で
、
作
品
の
少
な
い
絵
師
で
あ
る
。
本
絵
馬
は
、
師
春
章
の
画
法
を
良

く
と
ら
え
、
誇
張
さ
れ
た
表
現
は
顔
の
隈
と
り
を
力
強
く
描
い
て
お
り
、

四
肢
の
表
現
な
ど
に
芝
居
画
と
し
て
の
勝
川
派
の
特
色
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。
浮
世
絵
の
絵
馬
と
し
て
、
当
地
方
で
は
珍
し
い
存
在
で
あ
る
。
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鬼お
に

と
力り
き

士し

の
首く
び

綱つ
な

引ひ

き
の
図ず

額が
く　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
五
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
住
吉
字
住
吉

所
有
者　

住
吉
神
社

江
戸
時
代
・
寛
永
二
十
年（
一
六
四
三
）

高
さ　

八
三
㎝
、
横
幅　

一
一
五
㎝

上
部
を
唐か
ら

破は

風ふ

の
型
に
し
た
板
額
で
、
板
面
の
下
地
に
金
箔
を
押
し
、

彩
色
を
も
っ
て
鬼
と
力
士
の
首
綱
引
き
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は

彩
色
・
金
箔
と
も
に
剥
落
し
、
素
描
の
線
を
残
す
の
み
だ
が
、
こ
れ
が
か

え
っ
て
鬼
と
力
士
の
力
強
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
絵
師
は
不
明
で
あ
る

が
、
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
馬
の
奉
納
者
は
、
鍍と

金き
ん

さ
れ
た
縁
金
具
に
「
下
り
藤
」
の
紋
所

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
磐
城
平
藩
主
又
は
そ
の
一
族
の
内
藤
氏
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
御
神
前　

武
運
長
久
所　

寛
永
弐
拾
暦
未
癸
九

月　

施
主　

敬
白
」
の
銘
文
か
ら
、
飯
野
八
幡
宮
の
「
引
馬
図
」
と
同
年

の
寛
永
二
十
年（
一
六
四
三
）に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

住
吉
神
社
本
殿
は
、
寛
永
十
八
年（
一
六
四
一
）に
再
建
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
絵
馬
は
そ
の
二
年
後
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
、
武
神
と
し
て
名
高
い

住
吉
・
飯
野
八
幡
宮
両
社
に
奉
納
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
し
か
も
こ
の

絵
馬
は
、
力
へ
の
憧
れ
を
意
昧
す
る
も
の
で
、
武
運
長
久
の
祈
願
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
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紙し

本ほ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

十じ
ゅ
う二に

天て
ん

図ず　
　
　

一
二
幅

指　

定　

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
長
友
字
大
宮
作

所
有
者　

長
隆
寺

室
町
時
代（
一
五
世
紀
）

総
長　

一
五
一
㎝
、
総
幅　

三
三
・
五
㎝

本
地
縦　

七
六
㎝
、
横　

三
二
・
五
㎝

十
二
天
は
方
位
を
守
護
す
る
神
と
し
て
、
古
く
か
ら
イ
ン
ド
で
信
仰
さ

れ
て
い
た
が
、
後
に
は
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
四
方
・
四
維
の
八
天

と
、
上
・
下
の
二
天
、
そ
れ
に
日
・
月
の
二
天
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
方
位
と
尊
名
は
、
東
方
・
帝た
い

釈し
ゃ
く

天て
ん

、
東
南
方
・
火か

天て
ん

、
南
方
・
焔え
ん

摩ま

天て
ん

、
西
南
方
・
羅ら

刹せ
つ

天て
ん

、
西
方
・
水す
い

天て
ん

、
西
北
方
・
風ふ
う

天て
ん

、
北
方
・
多た

聞も
ん

天て
ん

、
東
北
方
・
伊い

舎し
ゃ

那な

天て
ん

、
上
方
・
梵ぼ
ん

天て
ん

、
下
方
・
地じ

天て
ん

の
十
天
に
、

日に
っ

天て
ん

、
月が
っ

天て
ん

を
加
え
た
十
二
天
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
空
海
に
よ
っ
て
密
教
が
伝
わ
っ
た
当
時
は
十
天
像
が
使
用

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
空
海
以
後
請し
ょ
う

来ら
い

さ
れ
た
儀ぎ

軌き

に
よ
っ
て
、

日
天
、
月
天
が
加
え
ら
れ
、
十
二
天
像
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

密
教
寺
院
に
お
け
る
儀
式
で
は
十
二
天
の
幅
を
か
け
た
り
、
屏
風
を
飾

っ
た
り
、
ま
た
十じ
ゅ
う

二に

天て
ん

供ぐ

で
は
壇
の
中
央
に
四
臂
の
不
動
尊
を
安
置
し
、

そ
の
周
囲
に
十
二
天
を
配
し
て
修
法
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
修
法
を
行
っ

た
の
は
、
市
内
で
は
薬
王
寺（
四
倉
町
薬
王
寺
）や
大
高
寺（
勿
来
町
大
高
）な

ど
で
あ
っ
た
。

こ
の
十
二
天
図
は
近
年
の
改
装
に
よ
る
緞ど
ん

子す

表ひ
ょ
う

具ぐ

で
、
中
周
り
は
金き
ん

欄ら
ん

の
掛
幅
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
仏
絵
師
の
作
と
み
ら
れ
、
各
尊
の
輪
郭

や
衣
の
線
は
中
細
の
伸
び
や
か
な
鉄
線
で
、
顔
や
手
足
の
指
な
ど
は
細
い

線
で
表
現
し
て
お
り
、
諸
尊
の
顔
貌
・
姿
勢
は
そ
れ
ぞ
れ
良
く
描
か
れ
て

い
る
。
当
初
は
華
麗
な
彩
色
で
あ
っ
た
が
、
地
蔵
堂
に
長
年
掛
け
て
い
た

の
で
、
彩
色
に
変
色
や
剥
落
が
あ
っ
て
保
存
状
態
は
良
く
な
い
が
、
一
二

幅
揃
っ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。
薬
王
寺
の
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、
明

治
年
間
渡
辺
家
が
当
寺
に
寄
進
し
た
。
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杏き
ょ
う

所し
ょ

陸り
く

前ぜ
ん

浜は
ま

街か
い

道ど
う

紀き

行こ
う

巻か
ん　
　
　

一
巻

指　

定　

昭
和
六
十
年
三
月
二
十
九
日

所
在
地　

い
わ
き
市
植
田
町
中
央
一
丁
目

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
末
期

こ
の
紀
行
巻
は
、
立
原
杏
所
が
松
島
に
旅
行
し
た
と
き
、
今
の
浜
通
り

の
各
所
を
描
い
て
一
五
枚
の
絵
で
構
成
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

現
在
は
巻か
ん

子す

本ほ
ん

に
な
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
画が

帖じ
ょ
う

仕し

立た
て

で
あ
っ
た
。
制

作
年
代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
杏
所
は
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）に
松
島

方
面
に
旅
行
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
と
き
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。
画
題

の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
磯
原
・
二
つ
島
・
平
潟
・
名
古
曽
切
通
・

九
面
・
サ
メ
川
・
岩
城
平
・
細
谷
村
・
末
続
ノ
浜
・
海
老
沢
村
・
松
河

潟
・
原
釜
・
名
取
川
・
大
谷
村
・
松
島
五
大
堂
の
一
五
景
で
、
そ
の
う
ち

い
わ
き
市
内
の
風
景
は
六
景
あ
る
。

「
岩
城
平
」
は
尼
子
橋
を
南
西
か
ら
見
た
長
橋
町
付
近
の
景
観
で
、
左

上
に
尼
子
稲
荷
神
社
が
描
か
れ
、「
細
谷
村
」
は
仁
井
田
川
が
新
舞
子
海

岸
で
海
に
流
れ
入
る
河
口
の
情
景
を
描
写
し
、
勿
来
の
関
は
切
通
し
に
な

っ
て
い
る
。
当
時
の
地
勢
を
考
察
す
る
上
で
参
考
に
な
る
貴
重
な
歴
史
的

資
料
に
も
な
っ
て
い
る
。
随
所
に
遠
近
法
を
用
い
た
表
現
も
あ
り
、
新
し

い
描
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
筆
者
の
意
図
と
、
画
壇
の
社
会
的
傾
向

を
よ
く
表
し
て
い
る
。

杏
所
は
、
天
明
五
年（
一
七
八
五
）水
戸
に
生
ま
れ
、
字
を
子
遠
、
号
を

東
軒
・
玉
琤
舎
・
香
案
小
吏
と
称
し
、
谷
文
晁
の
影
響
を
受
け
て
幅
広
く

諸
派
と
交
流
し
、
折せ
っ

衷ち
ゅ
う

様よ
う

式し
き

の
独
特
の
画
風
を
確
立
し
た
。

図
巻
に
付
さ
れ
た
「
陸
前
浜
街
道
」
の
題
目
は
、
こ
れ
が
所
有
者
に
所

蔵
さ
れ
た
後
に
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。
こ
の
名
称
は
国
道
六
号
線
の

古
い
総
称
で
あ
り
、
厳
密
に
は
明
治
五
年
太
政
官
三
十
四
号
に
よ
り
千
住

‐
水
戸
‐
岩
沼
間
に
規
定
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
水
戸
‐
岩
沼
間
は
岩

城
相
馬
街
道
と
称
し
た
。
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絹け
ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

両り
ょ
う

界か
い

曼ま
ん

荼だ

羅ら　
　
　

二
幅

指　

定　

昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
住
吉
字
搦
町

所
有
者　

遍
照
院

室
町
時
代（
十
五
世
紀
）

縦　

一
三
五
㎝
、
横　

一
一
七
㎝

縦　

一
三
六
㎝
、
横　

一
一
七
㎝

両
界
曼
荼
羅
は
、
胎た
い

蔵ぞ
う

界か
い

と
金
剛
界
の
二
面
か
ら
な
る
。
大
日
如
来
を

中
心
と
し
な
が
ら
、
諸
尊
を
異
な
っ
た
体
系
に
構
成
し
て
い
る
。
密
教
の

宇
宙
を
象
徴
し
た
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
潅か
ん

頂じ
ょ
う

な
ど
の
重
要
な
儀
礼

や
修
法
の
と
き
に
用
い
ら
れ
る
。
最
も
一
般
的
な
も
の
は
、
空
海
が
請
し
ょ
う

来ら
い

し
た
い
わ
ゆ
る
現
図
曼
荼
羅
の
系
統
で
、
遍
照
院
所
蔵
の
も
の
も
こ
れ

に
属
す
る
。

両
図
と
も
、
幅
約
四
五
㎝
の
絵
絹
の
左
右
に
、
幅
約
三
六
㎝
ず
つ
の
別

の
絵
絹
を
継
い
だ
幅
の
広
い
画
面
で
あ
る
。

概
ね
諸
尊
は
、
墨
描
の
上
に
金
泥
や
白
な
ど
の
肉
身
色
が
塗
ら
れ
、
朱

で
細
か
く
描
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
胎
蔵
界
持
明
院
の
忿ふ
ん

怒ぬ

形
像
は
淡

い
墨
と
群ぐ
ん

青じ
ょ
う

の
ぼ
か
し
で
ふ
く
よ
か
な
肉
身
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
尊

像
の
装
身
具
や
法
具
類
は
金
泥
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
頭ず

光こ
う

の

周
囲
や
他
の
文
様
、
界
線
な
ど
、
截き
り

金が
ね

を
用
い
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

現
在
で
は
、
全
般
に
か
な
り
厚
手
に
補
彩
が
施
さ
れ
て
お
り
、
両
幅
と

も
に
軸
銘
が
あ
る
。
天
正
十
二
年（
一
五
八
四
）と
延
享
四
年（
一
七
四
七
）に

修
理
を
行
な
っ
た
と
き
の
墨ぼ
く

書し
ょ

銘め
い

で
あ
る
。
こ
の
時
に
加
え
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
大
が
か
り
な
補
彩
に
よ
っ
て
、
制
作
当
初
の
趣
を
や
や
損
ね
て
い

る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

そ
の
な
か
で
も
最
初
に
描
か
れ
た
墨
線
は
的
確
で
あ
り
、
ま
た
金
剛
界

一
院
会
の
大
日
如
来
や
前
掲
の
忿
怒
形
像
な
ど
は
、
比
較
的
良
好
に
当
初

の
尊
容
を
残
し
て
い
て
、柔
ら
か
味
の
あ
る
表
現
が
古
様
を
伝
え
て
い
る
。
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紙し

本ほ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

黒く
ろ

石い
し

大だ
い

明み
ょ
う

神じ
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

巻ま
き　
　
　

一
巻

指　

定　

平
成
二
年
三
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
名
浜
愛
宕
町

所
有
者　

泉
町
神
笑
区

江
戸
時
代
・
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）

縦　

二
七
・
三
㎝
、
横　

一
、七
九
五
・
五
㎝

黒
石
大
明
神
縁
起
絵
巻
は
、
下
川
出
身
の
面
打
師
・
出
目
洞
白（
旧
名
、

水
野
谷
加
兵
衛
）が
願
主
と
な
り
、
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）十
二
月
、
下
川

村
源
養
院
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

見
返
し
に
は
楮こ
う
ぞ

の
表
紙
、
本
紙
に
は
鳥
の
子
紙
を
用
い
た
巻か
ん

子す

本ほ
ん

で
、

題
字
が
一
四
段
の
詞
書
と
、
一
三
段
の
絵
と
あ
と
が
き
か
ら
な
る
。

「
奥
州
岩
城
菊
田
郡
下
川
村
黒
石
大
明
神
並
伽
藍
建
立
之
来
由
」
に
始

ま
る
詞
書
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

出
雲
の
国
で
退
治
さ
れ
た
八
岐
大
蛇
の
霊
が
当
国
に
天
下
り
、
山
中
に

住
ん
で
い
た
。
そ
の
こ
ろ
、
唐
か
ら
帰
っ
た
空
海
が
諸
国
巡
歴
の
途
中
、

菊
田
郡
植
田
村
に
来
た
。
下
川
村
境
の
大
き
な
沼
地
に
住
む
老
蛙
が
、
通

り
か
か
っ
た
空
海
に
、池
の
魚
や
蛙
が
大
蛇
に
呑
み
殺
さ
れ
る
と
訴
え
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
空
海
は
、
大
蛇
に
悪
行
を
諭
し
、
大
蛇
は
悔
い
改
め
た
。

空
海
の
法
力
に
よ
っ
て
大
蛇
は
石
に
封
じ
込
め
ら
れ
、
黒
石
大
明
神
と
な

っ
た
。
近
く
に
住
ん
で
い
た
朝
日
長
者
は
、
空
海
の
勧
進
に
応
じ
、
仏
教

に
帰
依
し
て
海
源
法
師
と
な
り
、
空
海
を
開
山
と
し
て
、
光
明
山
東
光
寺

源
養
院
を
創
建
し
た
。
以
後
海
源
法
師
は
源
養
院
に
お
い
て
浄
業
を
怠
ら

な
か
っ
た
。

題
字
の
「
黒
石
大
明
神
」
と
詞
書
は
、
磐
城
平
藩
主
内
藤
家
に
仕
え
た

能
書
家
・
佐
々
木
文
山（
一
六
五
九
～
一
七
三
五
）が
、
絵
は
長
府
藩
の
御
用

絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
洞
学
が
筆
を
と
り
制
作
さ
れ
た
。
現
在
い
わ
き
市
に

お
い
て
知
ら
れ
る
唯
一
の
縁
起
絵
巻
で
あ
る
。
制
作
に
携
わ
っ
た
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
著
名
な
絵
師
と
書
家
で
あ
り
、
い
わ
き
に
ゆ
か
り
の
あ

る
一
巻
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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絵え

馬ま　

渡わ
た

辺な
べ
の

綱つ
な

の
図ず　
　
　

一
面

指　

定　

平
成
十
一
年
四
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
八
幡
小
路

所
有
者　

飯
野
八
幡
宮

江
戸
時
代
・
正
保
四
年（
一
六
四
七
）

高
さ　

一
四
八
㎝
、
横
幅　

二
二
四
・
二
㎝

こ
の
絵
馬
は
、
庶
民
が
奉
納
す
る
小
絵
馬
と
は
異
な
り
、
武
運
長
久
を

願
っ
て
神
社
仏
閣
に
奉
献
す
る
大
絵
馬
の
典
型
的
作
品
で
あ
り
、
い
わ
き

の
絵
馬
の
中
で
最
大
の
大
き
さ
を
誇
る
本
格
的
な
甲
冑
武
者
絵
馬
で
あ

る
。三

枚
矧
ぎ
の
欅
板
に
金
箔
を
施
し
、
平
安
時
代
の
武
将
渡
辺
綱
が
、
羅

城
門
の
鬼
を
退
治
す
る
と
い
う
武
勇
譚
に
則
り
、
馬
上
の
渡
辺
綱
に
襲
い

か
か
る
鬼
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

地
の
金
色
は
よ
く
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
人
馬
・
鬼
の
彩
色
は
剥
落
が

激
し
く
、
わ
ず
か
に
武
者
の
甲
冑
及
び
轡く
つ
わ

な
ど
、
馬
具
の
一
部
に
彩
色

が
残
る
だ
け
だ
が
、
狩
野
派
特
有
の
図
柄
に
基
づ
く
渡
辺
綱
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
画
面
構
成
は
、
剥
落
し
た
画
面
を
通
し
て
十
分
に
伝
わ
る
。

裏
面
に
は
、
剥
落
し
て
ほ
と
ん
ど
色
彩
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
四
隅
を

岩
で
囲
ま
れ
た
金
地
に
、
様
式
化
さ
れ
た
牡
丹
唐
草
文
様
が
描
か
れ
て
い

る
。ま

た
、
絵
馬
の
縁
回
り
に
は
、
渡
金
さ
れ
た
飾
り
金
具
が
施
さ
れ
、
内

藤
家
の
家
紋
で
あ
る
下
が
り
藤
が
毛
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

表
面
の
墨ぼ
く

書し
ょ

に
よ
り
、
こ
の
絵
馬
は
、
正
保
四
年（
一
六
四
七
）九
月
、

磐
城
平
藩
主
・
内
藤
忠
興
の
子
義よ
し

概む
ね（
風
虎
）の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、作
者
は
狩
野
信
之（
一
六
一
九
～
九
一
）で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。願
主
・

筆
者
・
奉
納
さ
れ
た
年
代
が
、
明
ら
か
に
読
み
取
れ
る
こ
の
墨
書
の
存
在

も
ま
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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十
じ
ゅ
う　

王お
う　

図ず　
　
　

九
幅

指　

定　

平
成
十
三
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
山
崎
字
矢
ノ
目

所
有
者　

如
来
寺

江
戸
時
代
初
期
ヵ

縦　

一
二
九
・
六
㎝
、
横　

四
四
・
六
㎝

道ど
う

服ぶ
く

を
着
た
十
王
と
、
罪
を
問
わ
れ
る
亡
者
達
を
描
い
た
本
来
一
〇
幅

仕
立
て
の
十
王
図
で
あ
る
が
、
現
状
は
九
幅
の
み
遺
さ
れ
て
い
る
。

各
画
幅
に
、斎さ
い

日に
ち

と
十
王
の
名
を
記
し
た
位
牌
形
の
名
札
が
記
載
さ
れ

て
お
ら
ず
、ま
た
画
面
上
に
本ほ
ん

地ち

仏ぶ
つ

や
賛
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。各
幅
裏

面
に
は
、如
来
寺
四
十
六
世
鈴
木
知
周
に
よ
り
、明
治
四
十
三
年（
一
九
一

〇
）に
赤
井
村
の
鈴
木
峯
次
郎
が
表
装
し
た
こ
と
を
墨
書
で
記
し
て
い
る
。

ま
た
、『
如
来
寺
史
』
に
よ
る
と
天て
ん

和な

元
年（
一
六
八
一
）に
、内
藤
義
概
の
命

に
よ
り
、家
老
で
あ
る
松
賀
族
之
助
を
は
じ
め
と
す
る
家
臣
た
ち
が
、損

傷
し
た
十
王
図
を
修
復
、寄
進
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。そ
れ
に
よ
る
と

各
幅
ご
と
に
家
臣
の
名
と
年
号
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、明
治
四
十
三
年
の

修
復
時
に
、そ
れ
ら
の
銘
記
は
す
べ
て
取
り
去
ら
れ
残
さ
れ
て
い
な
い
。

各
画
幅
の
な
か
に
は
三
途
の
川
を
描
い
た
場
面（
初しょ
江こう
王おう
）、
善
悪
の
秤

を
描
い
た
場
面（
五
官
王
）、
業
鏡
を
描
い
た
場
面（
閻
魔
王
）な
ど
が
描
か
れ

る
典
型
的
な
「
地
蔵
十
王
経
」
に
基
づ
く
十
王
図
で
あ
る
が
、
各
冥
界
の

王
や
眷け
ん

属ぞ
く

、
さ
ら
に
亡
者
の
表
現
に
お
い
て
、
中
国
請し
ょ
う

来ら
い

の
陸り
く

信し
ん

忠ち
ゅ
う

、

金き
ん

大だ
い

受じ
ゅ

系
列
の
十
王
図
及
び
朝
鮮
渡
来
の
十
王
図
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
国

内
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
十
王
図
を
組
み
合
わ
せ
、
解
釈
さ
れ
た
十
王
図

の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

制
作
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
和
元
年
に
お
け
る
修
復
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
江
戸
時
代
初
期
あ
る
い
は
江
戸
時
代
以
前

の
作
と
も
推
測
さ
れ
る
。
特
に
、
鉄
臼
の
中
で
亡
者
が
獄ご
く

卒そ
つ

に
突
き
殺
さ

れ
る
表
現
が
み
ら
れ
る
画
幅（
五ご
道どう
転てん
輪りん
王おう
）が
、
永
禄
三
年（
一
五
六
〇
）に

刊
行
さ
れ
た
「
地
獄
十
王
経
」
に
み
ら
れ
る
挿
図
と
近
似
し
て
お
り
、
如

来
寺
本
の
成
立
時
期
を
示
唆
す
る
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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浄
じ
ょ
う

蓮れ
ん

社し
ゃ

良り
ょ
う

清せ
い

上し
ょ
う

人に
ん

画が

像ぞ
う　
　
　

一
幅

指　

定　

平
成
十
三
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
山
崎
字
矢
ノ
目

所
有
者　

如
来
寺

江
戸
時
代
前
期

縦　

一
二
九
・
六
㎝
、
横　

四
四
・
六
㎝

こ
の
良
清
上
人
画
像
は
、
現
在
で
は
描
か
れ
た
絹
地（
本
紙
）の
み
が
遺

っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
表
装
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
裏
地
が

剥
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
絹
地
に
は
亀
裂
が
走
り
、
ま
た
絹
地
そ
の
も

の
の
劣
化
が
著
し
い
。
画
面
左
上
に
「
浄
蓮
社
良
清
上
人
」
と
墨
書
さ
れ
、

肖
像
画
の
人
物
が
如
来
寺
二
十
二
世
良
清
上
人
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
幸
い
に
も
後
屏
付
き
椅
子
に
法は
っ

被ぴ

を
掛
け
、
払ほ
っ

子す

を
右
手
に
持
つ

良
清
上
人
を
描
い
た
顔
料
及
び
金
泥
が
よ
く
残
さ
れ
て
お
り
、
良
清
上
人

そ
の
人
の
様
子
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
ま
た
画
面
と
同
一
の
絹
地
に
一
文

字
と
中
、風
帯
が
描
か
れ
て
お
り
、い
わ
ゆ
る
描か
き

表ひ
ょ
う具ぐ

が
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
描
表
具
は
、
県
内
の
他
の
肖
像
画
に
ほ
と
ん
ど
例
が
な
く
、
そ
の
意

味
で
も
貴
重
で
あ
る
。

『
如
来
寺
史
』
に
よ
る
と
二
十
二
世
浄
蓮
社
良
清
上
人
は
、
専
称
寺
十

五
世
良
静
上
人
の
門
弟
で
、
大
念
寺
を
開
山
し
、
そ
の
後
、
相
馬
領
内
に

移
り
、
南
屋
形
村（
相
馬
郡
鹿
島
町
）の
阿
弥
陀
寺
二
〇
世
と
な
っ
て
い
る
。

延
宝
八
年（
一
六
八
〇
）如
来
寺
住
職
を
辞
し
、
元
禄
十
四
年（
一
七
〇
一
）に

入に
ゅ
う

寂じ
ゃ
く

し
て
い
る
。

良
清
上
人
は
、
寛
文
七
年（
一
六
六
七
）に
如
来
寺
の
縁
起
を
作
成
し
た

と
寺
史
に
あ
り
、
遺
影
と
す
れ
ば
元
禄
十
四
年
以
降
と
な
る
が
、
延
宝
八

年
に
お
け
る
如
来
寺
住
職
隠
退
の
時
期
の
寿じ
ゅ

像ぞ
う

と
す
れ
ば
、
延
宝
の
頃
の

作
と
考
え
ら
れ
る
。
如
来
寺
に
遺
さ
れ
た
数
少
な
い
歴
代
住
職
の
画
像
で

あ
り
、
絵
画
及
び
歴
史
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
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常
じ
ょ
う

勝し
ょ
う

院い
ん

着ち
ゃ
く

色し
ょ
く

杉す
ぎ

戸と

絵え　
　
　

二
四
面

指　

定　

平
成
十
四
年
四
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
中
平
窪
字
岩
間

所
有
者　

常
勝
院

江
戸
時
代
後
期

縦　

一
六
八
・
七
㎝
、
横　

一
一
九
・
〇
㎝
（
六
枚
）

縦　

一
六
八
・
七
㎝
、
横　
　

七
三
・
四
㎝
（
六
枚
）

常
勝
院
本
堂
を
囲
む
一
二
枚
の
杉
戸
の
表
裏
合
わ
せ
て
二
四
面
に
、
四

つ
の
画
題
に
大
別
さ
れ
た
着
色
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
客
間
を
囲

む
杉
戸
一
二
面
に
は
、
そ
の
左
右
と
中
央
に
松
の
大
樹
を
配
し
、
左
か
ら

右
に
流
れ
る
流
水
が
大
き
く
湾
曲
し
な
が
ら
流
れ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
次
に
そ
の
裏
側
の
う
ち
四
面
に
は
、
雌
雄
二
対
の
唐
獅
子
に
牡

丹
図
が
描
か
れ
、
次
の
六
面
に
は
、
鶴
を
背
に
し
た
人
物
と
童
子
、
酒
瓶

の
側
に
立
つ
人
物
と
鶴
、
さ
ら
に
書
画
を
描
く
人
物
が
配
さ
れ
て
い
る
。

童
子
と
鶴
と
士し

大た
い

夫ふ

を
配
し
た
画
は
、
宗
代
の
著
名
な
詩
人
で
あ
る
林り
ん

和な

靖せ
い

に
ま
つ
わ
る
画
題
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の
二
面
に
は
、
馬
に
乗
る
貴

人
と
従
者
、
さ
ら
に
剣
を
用
い
て
衣
を
突
き
刺
そ
う
と
す
る
人
物
と
い
う

奇
異
な
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
画
題
は
晋
の
智ち

伯は
く

の
臣
予
譲
の
故

事
に
基
づ
い
た
予よ

譲じ
ょ
う

裂さ
く

衣い

図ず

と
考
え
ら
れ
る
。
各
杉
戸
の
表
面
は
擦
り

傷
や
汚
れ
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
顔
料
を
用
い
た
着
彩
は
良
く
残
っ
て
い

る
。
な
お
、
落
款
及
び
墨ぼ
く

書し
ょ

等
は
確
認
で
き
ず
、
引
き
手
は
一
部
後
補
で

あ
る
。

杉
戸
絵
に
み
ら
れ
る
唐
獅
子
と
牡
丹
を
組
み
合
わ
せ
た
構
図
は
、
狩
野

派
特
有
の
画
題
で
あ
り
、
狩
野
常
信
筆
に
よ
る
「
唐
獅
子
に
牡
丹
」、
あ

る
い
は
狩
野
山
楽
筆
「
唐
獅
子（
飛ひ
禽きん
走そう
獣
じ
ゅ
う
図ず
巻かん
）」
を
先
行
例
と
し
て

想
起
さ
せ
、
本
杉
戸
絵
の
作
者
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
狩
野
派
系
統
画
人

の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
堂
の
改
築
が
明
和
四
年（
一
七
六
七
）に
行

わ
れ
た
と
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
杉
戸
絵
が
描
か
れ
た

可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
量
、
質
に
富
ん
だ
杉
戸
絵
は
市
内
で
は
数

少
な
く
、
絵
画
資
料
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
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翁
お
き
な　
　
　

面め
ん　
　
　

一
面

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
泉
町
下
川
字
神
笑

所
有
者　

津
神
社

江
戸
時
代
・
万
治
二
年（
一
六
五
九
）

高
さ　

二
三
・
二
㎝
、
幅　

一
四
・
五
㎝

厚
さ　

七
㎝

翁
は
能
の
一
つ
で
、
天
下
泰
平
・
国
家
安あ
ん

穏の
ん

を
祝し
ゅ
く

祷と
う

す
る
祭
式
的
な

性
質
が
あ
る
。
俗
界
を
放
れ
た
清し
ょ
う

浄じ
ょ
う

境き
ょ
う

を
表
す
た
め
に
、
面
の
皺し
わ

の

表
現
、
飾
り
眉
、
飾
り
紐
な
ど
に
宗
教
的
な
作
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
他

の
能
に
さ
き
が
け
て
舞
わ
れ
る
。

津
神
社
所
蔵
の
翁
面
は
、
下
川
村
横
町（
泉
町
下
川
）出
身
の
能
面
師
水

野
谷
加
兵
衛
が
、
万
治
二
年（
一
六
五
九
）九
月
に
鎮
守
で
あ
る
同
社
に
奉

納
し
た
も
の
で
あ
る
。

翁
面
は
桐
材
を
用
い
、
切き
り

顎が
く

に
な
っ
て
い
て
、
顔
面
部
と
下
顎
部
に
分

れ
、
紐
で
つ
な
い
で
あ
る
。
額
や
頬
の
皺
彫
り
は
穏
や
か
で
、
目
は
わ
ん

曲
し
て
目
尻
が
下
り
、
歯
の
欠
け
た
様
な
ど
、
翁
の
風
貌
を
良
く
表
現
し

て
い
る
。
唇
は
朱
を
塗
り
、
眉
・
髭
に
は
白
毛
を
植
え
て
い
る
。
能
の
中

で
翁
は
最
も
神
聖
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
面
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
作

品
で
あ
る
。
背
面
は
穏
や
か
な
鉋か
ん
な

目め

を
残
し
、
次
の
刻
銘
が
あ
る
。

御
面
岩
城
住
菊
田
郡　

下
川
村

奉
掛
御
宝
前

万
治
二
己

亥
九
月
吉
旦

水
野
谷
加
兵
衛
作

水
野
谷
加
兵
衛
は
大
野
出
目
家
三
代
助
左
衛
門（
幕
府
御
抱
え
面
打
師
）の

養
子
と
な
り
、
四
代
の
名
称
を
つ
い
だ
。
洞
白
満
喬
の
前
名
で
備
後
掾
、

後
に
淡
路
掾
と
称
し
た
。
制
作
期
は
貞
享
・
元
禄
の
頃
で
「
天
下
一
」
と

号
し
た
。
出
目
家
代
々
の
内
で
も
傑
出
し
た
作
者
で
、
泥
彩
色
は
無
類
と

さ
れ
て
い
る
。
正
徳
五
年（
一
七
一
五
）八
十
三
歳
で
没
し
た
。
こ
の
翁
面
は

洞
白
壮
年
期
の
優
れ
た
作
品
で
、制
作
年
代
が
明
ら
か
な
標
準
作
で
あ
る
。
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木も
く

造ぞ
う

千せ
ん

手じ
ゅ

観か
ん

音の
ん

立り
ゅ
う

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
絹
谷
字
諏
訪
作

所
有
者　

絹
谷
区

平
安
～
鎌
倉
時
代（
十
二
世
紀
）

像
高　

一
三
七
・
五
㎝

本
像
は
、
現
在
諏
訪
作
に
あ
る
諏
訪
神
社
境
内
の
堂
に
安
置
さ
れ
て
い

る
が
、
も
と
は
青
滝
の
堤
の
上
に
あ
っ
た
青
滝
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。

同
寺
は
、
室
町
時
代
に
は
如
来
寺
の
末
寺
で
浄
土
宗
で
あ
っ
た
が
、
江
戸

時
代
初
期
に
羽
黒
派
の
修
験
寺
と
な
っ
た
。
明
治
に
入
り
、
修
験
寺
の
廃

止
・
廃
寺
・
火
災
な
ど
が
重
な
り
、
明
治
三
年
一
月
二
十
八
日
現
在
地
に

移
し
た
と
い
う
。

千
手
観
音
は
六
観
音
の
一
つ
で
、
正
し
く
は
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩
と

い
う
。
本ほ
ん

誓ぜ
い

は
一
切
衆し
ゅ

生じ
ょ
う

の
た
め
に
地
獄
の
苫
悩
を
救
い
諸
願
成
就
、

産
生
平
穏
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
。

本
像
は
榧か
や

の
一
本
彫
り
で
、
背
部
や
腰
部
に
鉈な
た

彫ぼ

り
の
手
法
を
残
し
、

中
刳
り
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
躯
は
堂
々
と
し
た
感

じ
で
あ
り
、
豊
か
な
頬
と
切
れ
る
よ
う
な
眉
な
ど
顔
容
は
優
れ
て
い
る
。

頭
上
の
化け

仏ぶ
つ

は
別
材
で
造
ら
れ
、
四
体
が
現
存
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て

虫
害
を
受
け
て
お
り
、幾
条
か
の
乾
割
も
あ
っ
て
保
存
状
態
は
良
く
な
く
、

手
や
足
に
は
後
補
が
み
ら
れ
る
。

藤
原
時
代
末
の
様
式
の
名
残
を
示
し
て
は
い
る
が
、
全
体
的
な
像
容
や

脚
部
・
背
面
を
荒
削
り
に
残
し
た
ま
ま
の
点
な
ど
を
考
え
る
と
、
鎌
倉
時

代
初
期
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

鉈
彫
り
の
仏
像
は
十
一
世
紀
末
以
降
、
東
国
に
出
現
し
た
特
異
な
彫
刻

で
、
福
島
県
で
は
会
津
・
中
通
り
に
あ
っ
て
、
従
来
皆
無
で
あ
っ
た
浜
通

り
で
本
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
仏
像
彫
刻
の
上
で
意
義
は
大
き

い
。な

お
、
こ
の
観
音
像
は
諏
訪
明
神
の
本
地
仏
で
あ
る
。
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銅ど
う

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
鹿
島
町
御
代
字
寺
ノ
入

所
有
者　

光
西
寺

江
戸
時
代
・
明
和
四
年（
一
七
六
七
）

総
高　

三
・
六
三
ｍ

蓮
座
の
径　

二
・
九
三
ｍ

光
西
寺
本
堂
の
右
手
に
、
露
座
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
お

り
、
通
称
「
御み

代よ

の
大
仏
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

御
尊
顔
は
少
し
面
長
で
は
あ
る
が
、
鼻
す
じ
が
と
お
っ
て
眼
は
や
さ
し

く
、
頬
に
は
か
す
か
な
微
笑
み
を
た
た
え
慈
し
み
が
あ
る
。
印
は
定
印
を

結
び
、
衲の
う

衣え

は
肩
か
ら
胸
に
ゆ
る
や
か
に
流
れ
、
背
部
の
衣え

文も
ん

と
と
も
に

大
ま
か
な
表
現
で
こ
の
巨
像
に
ふ
さ
わ
し
い
。
肩
は
な
で
肩
で
女
性
的
な

感
じ
が
す
る
。
仏
身
の
高
さ
は
二
・
八
六
ｍ
あ
り
、
丈
六
仏
と
称
し
て
よ

い
。
形
式
化
し
た
蓮れ
ん

弁べ
ん

に
は
造
像
の
由
来
、
製
作
者
、
寄
進
者
の
名
前
が

鏤る

刻こ
く

さ
れ
て
い
る
。

銘
文
に
よ
る
と
、
宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）禅
法
律
師
の
発
願
に
よ
っ
て

喜き

捨し
ゃ

が
は
じ
め
ら
れ
、
明
和
二
年（
一
七
六
五
）に
は
江
戸
日
本
橋
の
村
田

治
右
衛
門
、
上
州
伊
勢
崎
の
竹
内
荘
兵
衛
、
小
名
中
島
の
金
成
六
平
太
等

の
尽
力
が
あ
り
、
江
戸
神
田
の
御
鋳
物
師
木
村
将
監
藤
原
安
忠
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
、
明
和
四
年（
一
七
六
七
）八
月
に
完
成
し
た
。
基き

壇だ
ん

の
石
工
は
、

小
名
中
町
の
長
瀬
丈
右
衛
門
が
、
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）十
一
月
の
修

理
は
、
平
の
儀
右
衛
門
が
従
事
し
た
。
寄
進
者
は
僧
俗
二
千
三
百
余
人
と

多
数
で
、
地
域
的
に
は
現
在
の
い
わ
き
市
内
が
一
番
多
く
、
県
内
で
は
郡

山
・
白
河
・
会
津
等
が
あ
り
、
江
戸
・
上
州
伊
勢
崎
・
水
戸
・
房
州
・
遠

江
・
越
中
・
信
州
・
伊
勢
白
子
・
美
濃
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。
著
名
な
寺

院
で
は
江
戸
高
輪
の
泉
岳
寺
、
信
州
の
善
光
寺
が
募
金
に
応
じ
て
い
る
。

江
戸
時
代
は
日
本
彫
刻
史
の
上
で
、
最
も
衰
え
た
時
代
で
あ
る
が
、
本
像

は
江
戸
在
住
の
作
者
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
大
作
で
あ
る
。
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木も
く

造ぞ
う

興こ
う

正し
ょ
う菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う　
　
　

一
躯

指　

定　

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
下
小
川
字
上
ノ
台

所
有
者　

長
福
寺

室
町
時
代（
十
五
世
紀
）

総
高　

八
四
㎝

本
像
は
寄
木
造
り
、
玉ぎ
ょ
く

眼が
ん

入
り
漆
塗
り
の
坐
像
で
あ
る
。
頭
を
や
や

前
に
傾
け
、
両
袖
を
左
右
に
ひ
ろ
げ
、
両
手
で
払ほ
っ

子す

を
持
ち
、
額
に
深
い

横
じ
わ
を
刻
み
、
こ
め
か
み
に
は
血
管
を
張
り
出
す
。
苦
難
を
乗
り
越
え

た
温
和
な
叡
知
に
た
け
た
高
僧
を
表
わ
す
肖
像
彫
刻
で
あ
る
。
衣え

文も
ん

な
ど

の
刻
出
に
は
写
実
的
な
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
簡
略
と
形
式
化
が
あ
ら
わ

れ
て
お
り
、
室
町
期
の
作
品
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
の
極
楽
寺
に
は
奈
良
の
西
大
寺（
真
言
律
宗
総
本
山
）に
あ
る
興
正
菩

薩
坐
像
の
模
刻
が
あ
り
、
こ
れ
は
叡え
い

尊そ
ん（
興
正
菩
薩
）の
弟
子
忍
性
が
極
楽

寺
の
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

長
福
寺
は
真
言
律
宗
の
寺
で
、
鍋
田
三
善
の
撰
し
た
『
長
福
寺
縁
起
』

に
よ
る
と
、
元げ
ん

亨こ
う

二
年（
一
三
二
二
）小
川
入
道
義
綱
が
檀だ
ん

那な

と
な
り
、
鎌

倉
極
楽
寺
の
了
俊
の
弟
子
慈
雲
が
開
山
し
た
の
で
、
同
寺
と
は
深
い
つ
な

が
り
が
あ
る
寺
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
奥
州
に
お
け
る
真
言

律
宗
の
中
心
道
場
で
あ
っ
た
長
福
寺
に
、
極
楽
寺
の
興
正
菩
薩
坐
像
の
模

作
が
安
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

叡
尊
は
真
言
律
宗
西
大
寺
中
興
の
祖
で
、
建け
ん

保ぽ
う

五
年（
一
二
一
七
）東
大

寺
で
剃
髪
後
、
高
野
山
や
醍
醐
寺
で
密
教
を
学
ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
律
学
の

衰
え
た
の
を
嘆
き
、
そ
の
復
興
を
志
し
て
嘉
禎
元
年（
一
二
三
五
）西
大
寺

に
う
つ
り
、
律
宗
を
興
し
、
戒
学
を
盛
ん
に
し
た
。
朝ち
ょ
う

野や

の
帰
依
を
得

て
文
永
・
弘
安
の
役
に
は
朝
命
に
よ
り
敵
国
調
伏
の
祈
祷
を
行
っ
た
。
ま

た
非
人
ら
に
施
行
を
す
る
な
ど
、
社
会
民
衆
の
救
済
に
当
た
っ
た
。
正
応

三
年（
一
二
九
〇
）西
大
寺
で
没
し
、
正し
ょ
う

安あ
ん

三
年（
一
三
〇
一
）に
後
伏
見
天

皇
よ
り
興
正
菩
薩
の
号
を
贈
ら
れ
た
。


